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大規模計算機（HPC システム)の主流である

PCクラスタのインターコネクトの電力性能比

とコストパフォーマンスの両方を１０倍 以上

向上させる

地球シミュレータなどのスパコンでは数MWの巨大な

電力を消費しながら運用されている。

そこで、東工大、東大、電通大、東海大と共同で超

低消費電力・スパコン技術を開発している。本研究で

は、そのインターコネクトに関して、安価な小規模スイ

ッチを多数用いることで、性能低下なしに 電力と

コストを1/10に抑えることを達成した。
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本研究ではVLAN技術をバンド幅向上に応用

あらゆるトポロジが実現可能

完全結合（下例）、Clos網、ハイパーキューブ etc

(3)  性能評価
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実装(同志社大学）

スイッチ

リンク

(1) 小規模なイーサネット・スイッチ(24－48ポート）を多

数組み合わせる

リンク利用率の低下を検出
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GbEスイッチの消費電力の4-６割がリンク

HPCの局所性
多くのリンクは一時オフ
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通信ライブラリの更新はなし

スイッチの機能を用いて実現

On/Off オーバヘッドの隠蔽

スイッチ Force 10 E1200x1台 Dell PC6248 x 8台

導入コスト 4000万円 160万円

消費電力 5,839W(最大） 1239W

LINPACK性能
（Tflops)

1.169@256 hosts 1.081@225 hosts
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